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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、酵母Mob1タンパク質と相同性を示す。酵母Mob1は、紡錘体複製および有糸分裂チェックポイント制御に必須のタンパク質キナーゼであるMps1pに結合し、インターフェロンκ前駆体（IFNK）遺伝子とは逆鎖に位置する。[RefSeq提供、2008年7月],機能：キナーゼの活性を制御する可能性がある。,類似性：MOB1/phoceinファミリーに属する。,
	研究分野
	-
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	MOBKL2B抗体を用いたCOLO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Mob3Bポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	パラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

